
あいおい子ども食堂の紹介
・「あいおい子ども食堂」は桐生の相生町にある桐生
協立診療所２階を会場にして２０１７年４月にプレ
オープン、５月に第１回を開催、以後毎月１回、第３
土曜日の１１時～２時まで地域の孤食の子どもやお年
寄り、子育て中の保護者の居場所となるべく運営して
来ました。今年で６年目となります。

・一昨年２月からは新型コロナウイルス感染症拡大のた
め通常の「子ども食堂」を停止して、４月からは弁当と食材
の無償提供を行っています。今は毎月第１土曜と第３土曜
の２回実施しています。
・これまでの来場者数（２０１７年～２０１９年）は
大人７３０人 子ども６００人 スタッフ６７０人、
弁当の提供(２０２０年４月～２０２２年２月）は
2100食、延べ590家族になりました。
・ボランティアスタッフの登録は３０人になりました。



あいおい子ども食堂開設の経緯①
• 群馬中央医療生協は前橋市の広瀬町に「無料学習塾」「広
瀬川教室」を ２０１６年２月に開設、桐生でも何かできないだ
ろうか、「子ども食堂を作ろう」と相生支部の組合員に呼びか
け、有志４人で準備会を立ち上げました。早速設立趣意書を
作り、郵便局に口座を開設。若者の提案でフェイスブックを
立ち上げた。

• フェイスブックが大変な効果を発揮して、賛同する個人・団体
が集まり、実行委員会を立ち上げました。

• フェイスブックを見て参加したＫさん（食育アドバイザー、野菜
ソムリエ、料理研究家）が加わったことによりあいおい子ども
食堂の基本方針「安心・安全の食事の提供、食育の重視」が
決定された。

• 保健所に子ども食堂の開設について相談、「営業許可が必
要」と 言われた。「営業でもないのに何で営業許可が必要な
のか」、保健所の現場確認で桐生協立診療所の２階では設
備基準に合致しないことが判明。



あいおい子ども食堂開設の経緯②

• 相生公民館に会場借用について相談。

利用者とスッタフの８割が相生地区の人である事、定期開催
は保証できない。、料金を徴収してはならないという条件があり
公民館での開設は困難と判断。

• 診療所事務長に相談、医療生協の常任理事会で設備基準
に合致させるための改修予算が承認される。

• 実行委員会は個人、団体で構成することを決定。年会費個
人１０００円、団体５０００円

• 資金援助を目的とする賛助会員制度も作ることを決定。

• 桐生市、教育委員会、小学校に協力要請を行う事を決定。



行政にも支援を要請

• ４月、会員の紹介で桐生市の副市長・教育長に支援を要
請、福祉課、教育委員会にも支援を要請。副市長から「貧
困の連鎖を断ち切ることが重要」と励まされた。

• 桐生市民活動推進センター「ゆい」を紹介され支援を要請。
（市が設置し市民団体が運営）ローカル紙の「桐生タイム
ス」の記者に実情を紹介してもらう事が出来、記事が掲載
され外食チェーンの会長さん、運送会社の社長さんから２
升炊き電気釜１台、１升炊きの電気釜２台が寄贈され、当
日を迎えることが出来た。運送会社の社長さんからはその
後継続的にお米の支援を受けることが出来ました。

• 桐生市社会福祉協議会に支援を要請。ボランティア保険加入
への説明を受ける。

• 相生地区の行政区の区長にも支援を要請。
「町会長会議で趣旨を伝える」と回答をいただいた。



設立趣意書
（改訂版）

２０１７年７月４日  

 
「あいおい子ども食堂」設立趣意書  

    

                    あいおい「子 ども食堂」 実行委員 会  

                       代表   丹羽 政 文  

 

 今、全国的に「子どもの貧困」が大きな問題になっています。報道によれば、

６人に１人の割合で貧困の状態にあるとされています。ひとりで食事をとってい

る子どもや充分に食べることができない子どもが多くいることは報道等でもた

びたび取り上げられています。このような状況は、将来を担う子どもたちの健や

かな成長を妨げるものであり、この問題への対応は待ったなしの状況と考えてい

ます。この「子どもの貧困」問題の根底には「子育て世代の貧困問題」がありま

す。子育て世代への支援、若者の就労支援、非正規から正社員への道筋を作るこ

とが喫緊の課題となっています。  

しかし子ども達を巡る状況はこうした課題の解決を待ってからというわけに

はいきません。そこで私たちは「できるところから始めよう」を合い言葉に「あ

いおい子ども食堂 」の開設を目指 す事にし ました 。  

一方、高齢者の孤食の問題も大きな社会問題となっています。一日中家にひき

こもりひとりで食事をとっている方も大勢存在しています。私たちはこの子ども

と高齢者の食事の問題を少しでも改善することができればと考えています。  

私たちは、子どもと親、高齢者などが、誰でも気軽に食事をし、交流もできる

場を提供したいと考えています。「あいおい子ども食 堂」を。桐生協立 診療

所の２階を会場に 、今年 ４月にプレオ ープンし 、５月 か らは保健所 の 営

業許可も得て正式に 開設 を しました 。現在毎月 １回 第 ３土曜日の １ １ 時

から 2 時まで 実施しております。今、そのための 運 営 資金や食材の提 供、

運営に携わっていただける 協力者を 必要として います。  

また、 孤食の子ども達や高齢者の方々、小さいお子さんを抱えたお母さん、

お父さん、年齢を問わずどなたにも利用していただけたらと考えています。ぜひ

周りの方々にお声がけしていただけましたら幸いです。  

以上の趣旨をご理解 い ただき、皆様の 物 心両 面に わ たる ご支援を お 願

い致します。  



どんな子ども食堂をめざすか
• 子どもの貧困が大きな社会問題になっているな
か、そうした子ども達に手をさしのべられないか。

• 「貧困の子はおいで」ではかえって来られない
• 貧困や孤食の問題はお年寄りにもある。
• 親の仕事が忙しくて子どもだけで食事をしている。
お年寄りの単身世帯でいつも一人での食事、こ
うした「孤食」の状況を少しでも減らしたい。「地
域の‘居場所」の一つとして利用して欲しい。

• 遊びの場も用意、食育の観点からメニューも考
える。学習支援も､相談活動も手がけたい。

• 基本的なスタンスは 「出来るところからやろう」
「無理はしない」「なんとかなる」



４月２２日にプレオープン決定

• 館林の子ども食堂「あかるい未来ネット」を見学
させていただき、資料、ノウハウをいただいた。

• 資金の調達はカンパと会員の確保で当面５万円
を目標とする。

• 食材の提供者を求めて知り合いに要請。

• フードバンク北関東さんから食材の提供を受け
られる事になった。野菜はスタッフのＫさんの紹
介で有機野菜農家から提供してもらえることに
なった。



４月２２日のプレオープンをめざして
・２２日は単独開催（プレオープン）にして、営業
許可申請は次回に行うことを決定。

・開設のチラシを３つの団地に配布（８００枚）、
私立保育園２園、３つの学童保育所にチラシ配布を
依頼。

・スタッフの知り合いの４つの店舗などにチラシ、
募金箱を置かせてもらう

・会場に隣接する３つの小学校区の校長に協力要請
を行いました。

・当日の来場者を２０人に想定、メニューは子ども
が好むカレー、サラダ、デザートに決定。



４月２２日プレオープン当日
• 来場者は大人２９人、子ども１２人。スタッフ
は１７人、７０食を提供。当日も野菜の提供が
ありスタッフが臨機応変に調理して提供

• メニュー は、カレー、サラダ、カキ菜のおひ
たし、手作り豆乳ドーナッツ

• 近くの団地からお年寄り４人が来場「いつも
一人で食べているので楽しかった。またきて
もいいかい」と言って帰った方も

• 料金は無料、大人には募金を呼びかけた

• 受付でお名前、連絡先、学年などを記入して
もらう









正式開催をめざして

・保健所に営業許可申請を行う。

（申請料１６０００円、食品衛生協会に加入（９０
００円）したことにより、来場者を対象にした保
険に加入することができた（保険料９０００円）、
（ノロウイルスによる食中毒にも対応）

・食品衛生管理者講習２名受講、登録

・診療所の調理場の改装も完了。（約１３万円）

• 群馬県からの子ども食堂への助成金（２０万
円）を得ることが出来た。



第１回あいおい子ども食堂を開催

• 第１回(５月）は来場者が大人８人、子ども４人、ス
タッフは「今後お客は来てくれるだろうか」と不安に、
「呼びかけを強めなければ」と、３つの小学校、２つ
の保育園にチラシの配布を依頼。６月からは公立
保育園、相生公民館隣接するみどり市の大間々東
小学校にもチラシの配布を依頼。行政区の区長に
再度支援を要請。

• 社会福祉協議会を介して相生地区の「主任児童
委員さん」に支援を要請。

• 第２回６月の来場者一般３０人、子ども１２人、スタッ
フ１７人













あいおい子ども食堂の行事、特色
• 毎月の実施に際し月ごとの特色を生かした取り
組みを実践（１月もちつき、２月 節分３月ひな祭
り、５月 子ども祭り、８月夏祭り、１２月クリスマ
スなど、 ）

• 野菜収穫体験 農家さんの協力で実施（１０月）
• 食育を重視（自分でも簡単に美味しい物が作れる）

• 安心・安全の食事の提供

• キッズスペース（遊びの場）はいつも大盛況。

• スタッフ全員にオレンジ色のＴシャツ、ブルゾン、を
購入、フレッセーさんから寄贈していただいたグリー
ンのエプロンを着用











スタッフの皆さんユニフォーム



学習支援

• ２０１８年６月小学生を対象に学習支援を開
始、元教員、学生ＢＢＳ、高校生が支援。

• 子ども食堂終了後に１時間３０分実施、子ど
も８人が登録、国語、算数、理科、わからない
ところ、宿題の手助け。

• １月 書き初めの会を実施 書道教師、スタッ
フ２人が指導

• 昨年１１月に桐生赤城ロータリークラブからパ
ソコン、タブレットが寄贈されました。















新型コロナ感染拡大を受けて
•一昨年２月からは新型コロナウイルス感染症拡大のため通常の「子ど
も食堂」と「子ども祭り」をはじめとした毎月の行事、小学生を対象とし
た学習支援を中止
•一昨年４月からは弁当と食材の無償提供を始めましたが、６月からは
毎月第１土曜と第３土曜の２回にして実施しています。
•お弁当は１回５０食、これまでに２１００食を提供、毎回の利用者は２５
～３０家族。
•資金は一般の方からの募金、企業、中央共同募金会、むすびえなど
の各種助成金、桐生法人会、はつらつ豚研究会、ＪＡ、みまつ食品、近
在の農家さんや一般の方からの野菜や肉、食材の寄付。フードバンク
北関東、フードバンク桐生からの食材提供によって賄われています。
• 「子どもの貧困」問題に役立てて』という、個人や団体からの寄付が
増え、米や野菜、食材を寄付してくれる方も増えており、「子どもの貧
困」問題が社会的にも大きな関心になっている事を実感しています。
•野菜の収穫にはスタッフが数人参加して準備することも度々
•新型コロナウイルス感染症の拡大が長引く中、困窮する子育て世帯
が増加、あいおい子ども食堂の弁当と食材、野菜提供への申し込みも
増えています。オミクロン株の感染拡大以後顕著になり、リストラに
遭って困っていると言う人も複数利用。



あいおい子ども食堂コロナ感染対策

• 桐生協立診療所２Ｆで行ってきた食堂形式の子ども食
堂・学習支援は２０２０年２月から中止

• 弁当と食材の提供は事前の電話による予約制にして利
用者の来場時間を調整

• 利用者との距離を確保するために駐車場で実施。

• テーブルには透明のビニールカーテンを設置。

• 食材、野菜は段ボール箱に詰めてそのまま持ち帰って
もらう。

• スタッフの参加も現職の方、基礎疾患のある方はなるべ
く休んでもらうようにし、参加した場合は利用者との接触
がない部所で活動してもらう。

• 当日参加するスタッフは前日、当日の朝の検温体調
チェック、会場でチェック表に確認事項を記入









食材提供



野菜の収穫







まとめ①

• 「子どもの貧困」をキーワードに進めてきた子ども食堂、
「子どもの貧困」は「親の貧困」、この問題の解決なくして
「子どもの貧困」 の改善はあり得ない。

• 私たちの取り組みが社会への働きかけの一つになればよ
い。

• 継続した取り組みを進める上で行政の積極的な支援が必
要。弁当、食材の提供は支援がなければ継続は出来ない。

• 子どもからお年寄りまで誰でも気軽に来られる地域の居
場所の一つとして存続させたい。

• チラシ、ニュースは毎回２５００枚印刷、四つの小学校三つ
の保育園、町会の回覧版、市役所、公民館、診療所、薬局に
配布。広く呼びかけることが重要と考えている。



まとめ②
• あいおい子ども食堂は提供する食事について地産地消に
こだわり、食育の視点から毎回のメニューを考えている。

• 食材を提供していただいている皆さんもあいおい子ども
食堂を支援することに喜びを感じている。

• ボランティアの皆さんは自分の持っている特技や能力を生
かして生きいきと活動。 「出来るところからやろう」「無理は
しない」「なんとかなる」

• 毎月第四金曜に実行委員会を行い次回、次々回の実施に
ついて検討・決定。

• コロナ収束の後は複数日の開催、学習支援や相談活動にも
取り組んでゆきたい。食堂形式の子ども食堂に戻っても当
分の間は食材と野菜の提供を継続する事も検討したい。


